
 

第 1740回例会     令和 8年 3月 25日(水) 

＜今日のプログラム＞ 

1  点      鐘  会長 福嶋 城史 君 

2  ロータリーソング  ♪ 奉仕の理想 ♪ 

3  4つのテスト     本日の担当者より 

4  会長の時間    会長 福嶋 城史  君 

5  幹事報告     幹事 工藤 登紀子 君 

6  出席報告       本日の担当者より     

7  委員会報告   

8  HPBOX 報告    本日の担当者より 

9  会員卓話        

10  次週例会案内      SAAより 

11  点     鐘   会長 福嶋 城史 君 

 

第 1739回例会記録  令和 8年 3月 18日（水） 

 

■点  鐘       会長 福嶋 城史 君 

 

■ロータリーソング   それでこそロータリー 

 

■4つのテスト         林 厚雄 君 

 

■会長の時間      会長 福嶋 城史 君 

冒頭、先日

開催された

インターシ

ティミーテ

ィング（IM）

について、参

加会員への

労いの言葉

が述べられ

た。運営上いくつかのトラブルはあったものの、関

係者の対応により収束し、全体として無事に終了し

たことが報告された。 

続いて、本日の外部卓話者として、スパークジャ

パン株式会社 代表取締役 岡田憲明氏の紹介が行 

 

われた。岡田氏は会長の高校時代の同級生であり、

宮崎大宮高校 44回生である。 

同席者として会長夫人および松村氏（歌の指導者）

の紹介があった。 

前回例会より試験的に運用している「くじらボッ

クス」について再度説明がなされた。本制度は、会

員に慶事があった際に任意で祝意を示す仕組みで

あり、一口 500円、強制ではなく、ボックスが回覧

された際に各自の判断で投入するものである。名称

は、クジラが普段は深海に潜り必要な時にのみ浮上

する性質に由来し、併せて佐土原の地域性にも関連

づけられている。 

今回、第 1号と

して太田会員

の結婚祝いに

使用され、シー

ガイア商品券

が贈呈された。 

また、クラブ

財政について

報告があり、財源が厳しい傾向にあることから、他

クラブ周年事業への参加費は原則自己負担とする

方針が示された。ただし、高鍋ロータリークラブ、

西都ロータリークラブなど関係の深いクラブにつ

いては、1件につき 5,000円の補助を行うこととし、

次回以降の事

業より適用さ

こととなった。 

 ここで松村

氏より案内が

行われた。10

月 12 日に佐土

原総合文化会

館において、0歳から楽しめるコンサートを開催予

定であること、オペラを身近に感じてもらうことを

目的としていることが説明された。また、東京から

講師を招いて実施する予定であり、地域の子どもた

ちに本物の音楽に触れる機会を提供したいとの趣
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旨が述べられた。併せて、プログラムへの広告掲載

および協賛についての協力依頼がなされた。 

 

■幹事報告      幹事 工藤 登紀子 君 

2026年 10月

に台湾で開催さ

れる世界ゴルフ

選手権の案内、

4 月 19 日に高

鍋で開催される

RLI研修の案内、

5 月 9 日に開催

される都城中央ロータリークラブ 40 周年式典の案

内があった。 

また、宮崎県移植推進財団への 100円募金を実施し

たことが報告された。 

今後の例会予定として、3 月 25 日および 4 月 1 日

は通常例会、4月 15日は夜間例会、4月 22日は梅

田学園での職場訪問例会が予定されていることが

説明された。 

 

■出席報告         吉田 康一郎 君 

会員数：26 名 

ＭＵ：3 名 欠

席者数：6名  

出席者数：23名 

出席率：88％ 

 

 

 

■HPBOX報告        田辺 浩嗣 君 

会員の近況とし

て、家族旅行や

日常の出来事に

関する話題が共

有された。 

 

 

 

■委員会報告        吉田 康一郎 君 

インターシテ

ィミーティン

グの打ち上げ

が 3 月 25 日に

開催予定であ

ること、また 5

月 9日に歯車会

が開催される

ことが案内された。 

 

 

 

■外部卓話         

スパークジャパン株式会社  岡田 憲明 様 

 

岡 田 氏 は

1974年生まれ、

宮崎市出身。

宮崎大宮高校

卒業後、宮崎

大学へ進学し、

19歳で起業し

た。会社員と

しての勤務経験はなく、現在に至るまで事業経営を

継続している。 

幼少期は眼鏡店を営む父のもとで育ち、顧客から感

謝の言葉を受け取る姿を間近に見てきたことが、現

在の経営観の原点となっている。 

起業当初は、自身で車検を行った経験から車検代行

を開始し、友人を中心に受注を拡大した。その後、

携帯電話販売、イベント企画、化粧品販売など様々

な事業に取り組んだ。 

21 歳で中古車販売業を開始し、営業活動を重ねる

中で協力者を得て事業を軌道に乗せ、月収 80 万円

から 100万円程度を確保するまでに成長した。その

後、飲食店経営にも参入したが、共同経営者の問題

により撤退した。 

その後、先物取引

により損失を被

り、資金減少によ

り中古車事業も

終了することと

なった。この経験

を契機に、事業の在り方を見直すこととなる。 

1997 年、インターネットと出会い、独学で技術を

習得し、スパークジャパンを創業した。当初は資金

不足のため、顧客から先に代金を預かりパソコンを

購入し、設定作業費を収益とするなど工夫しながら

事業を継続した。 

その後、EC サイト、不動産情報サービス、音楽配

信など様々な IT 事業に取り組んだが、独自ショッ

ピングモール事業では、顧客理解や集客面の課題に

より約 1年半で撤退した。 

26 歳で青年会議所に入会し、理事長や地区役職を

歴任する中で経営や人材育成を学び、その後の事業

経営に活かしている。また、2011 年には宮崎国際

フェスティバルを立ち上げ、現在も存続している。 

後半では AIお

よび DX につい

て説明があり、無

意識の思い込み

（アンコンシャ

スバイアス）の例

を挙げながら、固



定観念にとらわれない視点の重要性が示された。

DXはデータを活用した経営変革であり、AIは業務

効率化に活用することで、人は対人業務や創造的業

務に注力できると述べられた。 

現在の事業はシステム開発、ネットワーク構築、ホ

ームページ制作等であり、航空会社やホテルのシス

テムにも関与している。また、ICT企業連絡協議会

を通じて地域 IT産業の発展にも取り組んでいる。 

 

■その他   IM実行委員長 吉田 康一郎 君 

吉田委員長より、IM への参加および協力に対する

謝辞が述べられた。他クラブからも高い評価を受け

ており、テーマである「ふるさとがあるから今があ

る」についても好評であったことが報告された。 

 

■点  鐘       会長 福嶋 城史 君 

 


